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Ⅰ は じ め に

韓国の木材需給は過去30年間に大きな変化を遂げた.

韓国は木材輸入国であり木材だ摘合準は素材レベルで常

に20%以下であった.熱帯広葉樹原木を大慶に輸入し,

合枚を輸出していたのである.しかし80年代にはいる

と,木材資源保有国が自国内に林産薬を発展させると
ともに環境保護のために伐採蕊の削減と丸太輸入紫止

規制を始めたことから,大きく変化することになる.

熱帯広葉樹丸太の輸入が激減し合板輸入が飛躍的に拡

大するとともに,ニユ-ジ-ランド産針葉樹材輸入が

増加するなど,木材の輸入構造の著しい変化が見られ
たのである.

本報告では,このような1970年代以降1990年代半ば

の経済危機までの韓国の木材需給動向を統計資料によっ

て素描することを巨川勺とする.そのために.まず素材

守銅分を概観し,ついで木材産業別に産某構造及び家具

産業をとりあげる.

ところで,韓国経済は1997年に発生した経済危機に

よって著しく後退し,木材産業も大きな影響を受けた.

木材産業は新たな構造変化を迫られることになったわ

けであるが,この97年の経済危機以降の変化について

は統計資料の制約で鮮しく取り上げることができなかっ

た.アジア経済危機以降の木材渡米の動向分析は,覗

地調査による爽態分析の深化を含めて他日を期すこと

にしたい.

Ⅲ 1975年以降の木材需給の概観

1 木材需給藍の推移

韓国の木材の常給恩は,1975年の727万m3が1980年

には1,373万m3(増加率89%),さらに1990年に2,175

万m3(80年対比58%噂).1995年は2,533万m3(同84

%増)への大隊な増加を続け,96年には2,740万m3

(伺100%)と史上戯大を記録した.しかしその後は.

1997年後半に発Jl:_した経済危機の影響で,97年2,645

万m3(前年比△3%滅),98年2,008万m3(前年比△

24%滅)と減少傾向が続いたのである (衣1).

2 木村供給の動向

木材供給を国内材と輸入抑 こ分けてみると,国内財

は概ね110万m3前後にすぎず,輸入材のウェ-トが

圧倒的に大きい.
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表 1 木材需給数の推移
単位 :千 m 註

国内材 輸入材 離 合準
計 原木 製品 (%

)896 6376 5119 1257 1
2(14)1008 12723 6141 6

582 7(13)1188 20608 557
8 5319 10(16)1138 20608 8285 12323 5(12)

1055 24270 ∴ l 4(l

l)ll95 26209
4(13)1062 253

90 4(ll)1428 18653 7(

25)資料 :山林庁 釘林業経済動向』1996,99年より作
成.注 :離

合率 ( )は原木の自給率.寮2 用途別

の原木常総推移 単位 :千m3牢 総数 鰐嬰蕊
供給盈計 内剛 ま 輸… 酢 原木供給数

圭坑木 パ ル プ 合板 -般 酢 合板

製材 .その他 内材 一 .'.発喜怒坑木 Ij"レプ 一般 輸入1975 6465 2889
542 188 - 2159 3576 3226 350 896 542 188 166 5119 4501980 7750 5785 515 546 1603 3121 1965 1753 212 1008 515 393 100

6141 6011985 7321 6792 719 583 1836 3654 529 368 161 118
8 719 293 176 5578 5551990 9423 9121 512 479 1849 6281 302

40 262 1138 512 410 216 8285 6401995 9284 8939 139 1275 13
00 6225 345 186 159 1055 139 405 511 8229 15261996 9225 8893 109 1287 1334 6163 332 159 173 1195 109 392 694 8030 1

7041997 9328 8987 104 1253 1611 6019 341 79 262 1062 104 367 591 8266 1
7231998 5798 5265 110 992 859 3304 533 262 271 1428 110 406 912 437

0 1185資料 :山林庁 『林業統計年報遥1990.99
年より作成.注 :90年以降廃材は合計に含まない.

国内材供給選は,1975年の90万m3が8

0年101万m3,85年119万m3とわずかながら増加が

続き,その後も97年までおおむね110万m3前後を細持 してきた. し

かし,総供給農に占める閣内材の比率 (l菜摘分率)紘,80年代ま

ででも10%内外,90年にはさらに低下し,95年以降は

4-5%にすぎない.もっとも,98年には外材輸入盤が減少し

たため自給率は7%に上昇している.-刀,輸入材は1975

年の638万m3が.80年には1,272万m3とほほ倍増し,さらに90年2,061万m3(80

年対比62%),9

5年2,427万m3(同91%増)と著 しい増加が続き,96年には2,621万m3 錘‖06%)と史上 激大

を記録した.しかし,97年には2,539万m3(前

年比△3%減),さらに98年には1,865万m3 (同

△27%減)と大幅に減少した.前年末からのアジア

溌済危機によってウォンが下落し,外材価格の上界が激しか



矧緋こおける木材需 給 の動向

品が126万 m 3で,製品率は概ね20%にすぎなかった.

ところが,80年には製品が658万 m 3(75年対比5.2倍)

に急増し,外材の製品率は52%に上昇した.製品輸入

炭はその後も着実に増加し.90年1,232万 m 3(80年対

比87%増),製晶率60%,95年1,604万 m3,66%,さ

らに96年には1,818万 m 3と史上敢商を記録し,製晶

率も70%に逢したのである.その後,製品輸入蕊は97

年1,712万m3,98年1,428万 m 3と数的には減少した

が,製品率は98年77%とさらに増大しているのである.

3 原木需要の動向

Lxj内木材産業の原木常粟蕊は,1975年の647万m 3
から80年775万m3,ピークの90年には942万 m 3 (80

年対比22%噌)に増加したが,上述の木材爾給蕊のよ

うな著しい拡大はみられなかった.それは,前述のよ

うな木材供給構造の製品輸入憩への移行によるところ

が大きいと思われる (泰2).

原木常質を用途別にみると,1997年の933万 m 3の

札 製材用を含む-一般捕財がもっとも多くで67%を占
めており,ついで合板月氾8%,パルプ用13%.その他

(坑木等)用2%の腰である.

原木常葉の中で70年代及び80年代初演にもっとも大

きなシェアを占めていたのは合収用であった.合板用

原木常襲魔が75年には323万m3,50%,80年にも336

万m3,43%を占めていたのである.しかし.国内合
板渡薬は合板輸入の拡大によって急速に娩争力を失い,

85年には原木覇要畿220万 m3(80年対比△5%減)

で.シェア30%,90年189万 m3(同△440/.減),20%,

95年149万 m 3(伺△56%減),16%と,木材産業にお

けるウェ-トが急速に低下しているのである,

他方,製材用を含む-般用原木雷撃塵は.75年はま
だ251万m3,シェア39%にすぎなかったが,80年に

は333万m3,43%と合板用と層を並べー85年には382
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万m 3(80年対比14%増),52%と過半を占めるに至っ

た.さらに,90年には654万 m 3 (岡96%増)となり

シェアも690/Oに適した.90年代には630万 m 3前後で

推移したが.経済危機で住宅建築の激減した98年には

358万 m 3(90年対比△450/o減)まで減少した.

パルプ月粥射ま80年代までは50万 m3前後,原木常鎗

蕊に占めるシェアも8%にすぎなかったが,95年には

128万 m 3に増加し,シェアも14%に拡大し,この水

準は97年まで維持された.98年には99万m3に減少し

たが,シェアは17%に逆に増大した.

Ⅲ 木材産業の動向と木材需給

1 割材簾一高い外材依存率,零細な工場規模一

韓国の製材工場数は1965年には1,972工場であった

が,建設衆衆の拡大など高度経済成盛期を経て80年に

は2,025二晩 従楽劇数25,524人とピークに適した.

しかし,その後は工場数,従薬園数とも概ね減少傾向

をたどり96年には936工場,10,364人にまで減少した.

1エ場当たりの従楽員数は80年12.6人,90年12.1人,

95年9.0人と減少している (衆3).

製材紫の原木消費蕊は,1975年の319万 m 3が80年

421万maに増加した.この傾向はその後も続き,91

年には617万m 3とピークになり,製材生産数も404万

m 3と史上散大を記録した.しかし,95年には原木消
費蕊は474万m3,生産数は344万m;与に減少した.1

工場当たりの原木消費蕊は,80年2,080m3,90年

3,231m3,95年3,379m3と拡大しているものの,依
然として小規模である.

原木消費駿に占める国内材のウェートは,80年はま

だ12%を占めていたが,91年は6%,94年も7%と著

しく小さい.9割以上を輸入材に依存しているのであ

る,輸入原木消費蕊は年々増加傾向をたどり91年には

580万m3,94%に達したが,その後は減少傾向に匿

寮3 製材産業の工場数及び従楽員推移
単位 :人,千 m 3

年 1975 1980 1985 ･990い994 1995

1996総数 工場数 1977 2025 1956 1659 1477 1402 936従莱戯 --255241565020022
144761259210364原木消費澄 3189 421

14152 5360 7086 6549 -1I_場当り
従業員 - 12.6 8.0 12.1 9.8 9

.0 -原木消費盈 - 2.1 2.1

3.2 4.8 4.7 -資料 :山林庁酢
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表4 製材原水消費駿及び教材生産数の推移
単位 :千m註

‡年 芸莞 製材原木消費駿- 輸
入材計 針葉樹

広葉樹1975 6392
3189 -1980 7936 4211 487

372/11985 7704 4152 645
3507 2201 13061990 7507 5360 604
4756 3466 129019918089 6170

371 5799 4505 12941992 7324 5
478 325 5153 4111 10421993 6

5814560 292 4268 3528 7401994 7082 5285 376 4909 4032 87
71995 6549 4737 403 433

4 3826 508資料 :1)山林庁 『林米統計年報j1
999年.2)林薬研究院 『林業経済動向』1
996,99年より作胤注 :製材産薬に関

する嗣変は96年から実施しない.牽5 製材製晶の輸出人数推移 単位 :チm諮1975 1980 1985 1990 1994

1996 1997l1998183 376 161 198 36 24 20 7
- 44 169 691 886 1161 985

480資料 :1)山林庁 F林莱統計年報』1990
年.2)林塞研究院 ㌢林莱経済動向』199

6,99年より作成.じている.なお,90年代

になると,それまで熟常連広葉樹材の輸入が3割埋度を占め

ていたのに対 して,温帯産針葉樹材が急速に増加してきた.特

に,ラジアタパインは90年代以降原木輸入盤が急増している

(嚢4).製材品の貿易は,1980年には輸出鼠が

38万m3に達し,90年までは20万m3前後を維持していた.し

かし,80年代に細々と始まった製材品輸入は90年代にはいる

と大l柳 こ増加し,90年の69万m.3が96年116万

m 3に逢した (嚢5).2 合板産薬-加工貿

易から製品輸入へ一合板渡英は,70年代から8
0年代炎まで韓国のもっとも代表的な輸出産葉の-つ

であった.しかし80年代央以降,インドネシアやマ

レ-シア笹の東南アジア諸国が森林資源の保護のため

に丸太の輪酬洲取と合板遊楽の振興

並びに合櫨輸出の拡大を始めたため,韓国内産の合板は海外市場での党争力を急速に失い,園内生産 鼠は漸次減少していった

のである.合版二L場数は75年の14工場が85年の

88工場まで毎年増加していたが,90年代にはいると徐々に減少し

始め,97年には7二に場になった.従業員数も合板盛栄の楽迫や生産のEj動化に伴って

73年の20,870名が85年9,929塞,90年7,2

98名,そして97年には2,836名まで大帽に減った 日

刃1).合板生産数は1970年の107万m3が75年

には181万m3に拡大し,8

0年にも158万m3を保っていた. しかし,その後は年々

減少し96年には90万maと75年の半分に減少したのである (

衣6).棚方,合板の輸出入をみると,1970年代は

生産巌の実に99%が輸出に向けられていた.75年

が72%,80年でも61%に遁したが,85年以降は

園内裾賓の拡大を反映して輸出蕊は10万m3繭後にまで急減する
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197519801985199019941996199

7年葦 野 工場数 一噂一一従集員図1 合板産薬の工場数及び従茶園
数推移資料 :林莱研究院 釘林薬経済勅題1996

,99年より作成.泰6 倉敏の生産及び輸出入蕊の推移 単位 :千 m註翠 1970 1

975 1980 1985 ･990巨995 1996 1997 1998生産数

1069 1809 1575 1227 ;去…含量13…… 896 101i1 641小社能力 1449 2426 2517 2409
991 1032 1032輸 入 - 1

23 ll 735 ユ307154 101 1081 970 500輸 出 1055 1304 953 127 89 44 14

6資料 :1)山林庁『林業統計年報j1990,99年.
2)林業研究院釘林薬種済動31996,99年より作成.
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大している.国内生産蚤の減少に代位する形で輸入魚

が急増しているのである.

そこで,この合板の国内生産選を品種別にみると,

70年代までは主に家具や建築物の内装材に利用された

厚さ6mm米酒の製品が80%以上を占めていた. し

かし,80年代以降は12mm以上のいわゆるコンクリー

トパわ レ用合板の生産が急増し,90年には総生産盤の

76%,95年には98%を占めるにいたった.こうした品

目別の生産数の変化は,東南アジア諸国の6mm未

潮合板の生産力が高く国内製品が魂争カを集い, 逆に

12mm以上の合板は東南アジア諸国での生産盤が少

なく,園内製品が放争力を保持していたためであるこ

とはいうまでもない (衆7).

3 紙 ･パルプ虚数-高い古紙利用率一

鉱工米調査によると,1995年末硯寛の紙パルプ工場

数は2,671工場,総従業員数は約70千人であり,この

内パルプ工場は5工場,637人であった.

1995年のパルプ裾給数は7,163千 トンであり,この

うち閣内供給蕊が58%と過半を古め,輸入蕊は42%で

あった.また,ヴァージンーパルプと古紙パ)i,プに分

けてみるとヴァージン･パ)I,プは31%しかなく,雷紙

パルプが69%ときわめて大きな割合を占めている.ヴァ-

ジン･パルプは輸入の割合が圧倒的に大きいが,古紙

パルプでは国内産古紙のウェ-トが商い.パルプ常澄

は,1968年は138千 トンにすぎなかったが,80年には

1,692千 トンとなり,以後,90年4,799千 トン,95年

疎 林 ら

7,163千 トン,97年8,776千 トンと年々大幅な増加が続

いている.ヴァージン.パルプについては陸=勾産の伸

びはわずかであり,輸入パルプの伸びが著しい.そし

てそれ以上に増加しているのが古紙パルプであり,な

かでも国内産古紙によるところが大きい (衷8).

パルプ用原木習浮安登は,パルプ生産数の動向に対応

して1988年の68万m3が95年には124万m3にはは倍

増しているが,閲産材の微減に対して輸入),訳本 ･チッ

プが大帽に増加したため,80年代未に8割強を占めて

いた原木の閣内材率は95年には34%に後退した.パル

プの種類別に原木の種類をみると,主に新聞用紙に用
いられる機械パルプ原木は概ね250千 m3で推移 し,

その大半が国産マツである.一万,-敗の紙 ･板紙用
に用いられる化学パルプ原木はこの間に2すき相互に増加

しているが,国内産原木が減少傾向で推移しているの

に対して,輸入原木が急増しているのが特徴的である

(嚢9).

-方,紙の生産数は,1965年は120千 トン,75年で

も662千 トンにすぎなかったが,80年代から著 しい増

加傾向をたどり,90年4,524千万 トン,95年6,877千 ト

ン,そして97年には史上戯大の8,364千 トン (80年対

比5倍増)に逢した.

紙 ･板紙籾の輪と捌ま90年代にはいると急増し,95年

99万 トン,96年138万 トン,そして97年には208万 トン

(90年対比7.6倍増)を輸出した.そのなかで板紙戴 ･

印刷用紙が輸出蕊の9割程度を占めてきた (黍lo).

衆8 パルプ露寮濃及び紙生産慶推移

年 総数 ヴア-ジンパルプ

古紙合計 霊宝 輸入 合 計 パルプ生産 輸入 自給率
合計 回内 輸入

計 化学 機械1965 138 72 66 92 33 1
32 59 35.8 46 39 71970 368 182 186 23

9 80 5 75 159 32.0 129 102 271975 714
303 411 325 94 7 87 231 28.8 398 209 1801980 1692 749 943 620167 30 137 453 27.5 1072 582

4901985 2353 1085 1268 835267 129 138 567 32.1 1518 8
17 7011990 4799 2176 2623 I.157301 142 159 1156

20.7 3342 1875 14671995 7163 4162 3001 2218500 319
181 1718 22.6 4945 3662 12831996 79174503 3414 2526560 338 222 1966 22.2 53

913943 Ill.は19978776 5140 3636 2690
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黄9 パルプ用材の推移
単位 二千m3

国内財翠(%) 機械パルプ 化学パ
ルプ計 矧瑚公 約大総 合計 園内広葉樹 国内針

栄樹 輸入材687 98.1 252 252 453
236 143 56663 79.9 230 230

- 433 187 113 133641 79.9
203 203 - 438 204 105 129682 67.9 256 201 55 426 192 70

164681 65.3 257 245 12 424
141 59 2241066 37.7 245 245 - 8

21 132 25 6641220 35.3 284 284 】-- 936 149 -.･..
7871243 33.7 275 268 7 968 151 - 8

17嚢料 :林業研究院 『林業経済動』199

6,99年より作成.表10 紙 ･版紙数の輸tiJl鹿の推移

単位 :千 トン年 合計 新関用紙 印刷用紙 赦紙堺 その他

1980 31 - - 14 17
1985 91 - - 27 63

1990 274 40 35 70 1291995 994 12 371 537
741996 1384 61 471

791 611997

2076 279 666 1063 68資料 :林業研究院 『林業鍬斉動向』1996,99年より作成

.4 ボー ド産業一合板からPB･MDFへーボー

ド類にはパーティクル ･ボ- ド (PB)と申密度繊維板

(MDF)とがある.1997年にはパーティクルボー ド工場

4社,5工場,MDF二】二域5社,10工場がそゴ1ぞ
れ稼働 していた.このボー ド工楽は1960年代に形成されたが

,本格的な発展が見られるのは90年代に入ってからで
ある.すなわち,PBの国内生産慶は90年の165千 m3が9

5年には548千m3,97年には721千m3に増

加 した し,MDFも】13千m3から590千 m3,

728千 m3と顕著な増加傾向をたどったのである
.これは,合版が80年代をピークに減少に艦 じたのとは著 し

く対照的である(衣ll).ところで,PBやM

DFの製造原料は製柳海相が大半を占めている.日本で

は主に木造住宅の解体廃材が利用されているが,韓国では木造住宅が

ほとんどないためその割合はきわめで小さい.近年は廃材の収集 ･ 303迎搬が因経になり,国産マツ丸太や輸入原木の利

月は官増える傾向が見られる.従って,廃材の割合も92年の
95%であったが,95年には790/Oに減少した (衷

12).ボ- ド頬の輸入盈 (PB+MDF)は,8

5年には84千m3であったが,90年には553千 m

3に急増 し,95勾り二はさらに拡大して561千m8となった.特に,

PB輸入駿が大きく,95年にはボー ド甥の輸入盛の

86%をPBが占めていた.しかし,ボー ド甥の輸入蕊は

95年をピークに減少傾向に艇 じ,国内自給率は95年の3

3%が95年には68%に上昇 し,さらに97年には74%に

まで上昇した.なお,97年の ｢木材常粟及
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泰11 ポ-ド類の生産及び供給数推移

総数 P

B年 性亜量 輸入魚 生産数 輸入蕊

国 内供給鼠1975 39 -
39 39 - 1.81980

68 68 68 57 481985 55 84 112 55 54
1990 278 553 566 165 401

1651995 1138 561 1033 54
8 485 5471996 1379 461 10

67 659 408 6411997 1449
341 1014 721 293 7481998 1

078 201 680 507 173 506資料 :山林庁 酢林業統計年報』1983
.90,99年より作成.注 :㍗.B:パ-テイクルポ- ド,MDF:繊維版 河一密

度).衷12 PBとMDFの原料綱連

射鼓:千 m 3資料 :林業研究院 野林業経済動‖996,

98年より作成.泰13 主要経済拍様 (1965-

1999年)人口 GDP GNP
山人当り 失業率(百万人) 成長率 (%)

(10億USS)GNP(USS) (%)3
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韓国における木材需給の動向

1＼J 考 察

韓国の経済は1960年代以降,1998年のアジア経済危

機によって危糠的状況に陥るまでは,概ね商い成凍率

を維持 してきた.その結果,韓l重り＼の l人当た り

GNPは,1980年1,598ドル,90年5,886ドル,95年

10,823ドル.そして97年には11,380ドルに達したし,

失米軍も大幅に改革され,80年の5.2%が95年以降は

2%台にまで低下したのである (嚢13).

こうした著しい経済発展に伴って,韓国の木材需給

と木材産業は著しい変容を遂げた.

木材需給では,経済発展が荒廃した森林資源という

条件の中で始まったため,木材供給は自給率数%とも

ばっち外材に依存してきた.当初は,輸出産米として

の合板工業が木材産業を牽引し,熱帯産合板原木の輸

入と合櫨製品の米国輸出を軸に展開した.しかし,秤

園の経済発展に伴う国内市場の拡大と,原木輸出国に

おける森林資源管理.の強化や合板渡英の振乳 とによっ

て合板輸出数が急減し,代わって熱帯緒国産の合板輸

入が増加した.製材兼でも--賞して外材依存率が著し

く商いが,やはり熱帯産広葉樹材から温帯産針葉樹材

への移行が進み,並行して製材品輸入が増加しつつあ
る.

一･万,合板産業は製品輸入への転換の中で輸入関税が
引き下げられた.国際的な貿易白由化の動きによるが,

韓国における産業構造の蕊化学工莱化の現れであるこ

とはいうまでもない.この綾取 合板遮葉の国際淡争
力は著しく低下したが,厚さ6mm以上の合板の関

税が高めに拙 守されたため,コンクリー トパネル用合

板等の生産は維持され.現在も商い自給率を保ってい

る.

-方,韓国内で合板との競争関係の強まっているの

がパーティクルボードやMDFである.廃材木屑やチッ

プを接着剤で固めて製造されるポ- ド頬は,近年.潜

305

衆に国内生産数が拡大している.家具や中高層住宅の

内装榊 オ料として審寮が増加しつつあり,これらの分
野では合板を凌ぐ勢いにある.それは,所禅助けに伴っ
て住宅の内装や家具類の-鍔級化への貿清の強まり,こ

うした要綱にボー ド類が価格,規格,晶質等の面でよ

り有効に対応できているためであろう.

このように,韓国の木材産兼は韓国経済の発展 ･国

際化の中で大きな変貌を遂げつつある.園内水郷薮業

の娩争力の相対的な低下の中で木材製晶の輸入のウェ-

トが著しく高まっているのである.しかし,同時に,

荒廃の著しかった国内森林資源も徐々に充実しており,

園内資源の利 ･活用が新たな殊遇として登唆しつつあ

る.同内容源に立脚した木材産米の分析と今後のある
べき姿の検誇寸が望まれているのである.
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Summary

More than 90% of timber supply in Republic of Korea depends on logs imported from
overseas. Most of them were the tropical timbers which had been used as materials of
plywood industry until 1970. Since 1980, wood industry in Korea had been in difficulties
for steady supply of the materials because of the strong export prohibition of the export
countries, which was resulted from the policies for protecting both the wood product in­
dustry inside the countries and environment, hence resulted the reduction of felling
amount and the log export prohibition regulation. Therefore, the decrease in export of
the wood processing products in Korea resulted serious stagnation for the export of Ko­
rea's wood industry.

The competition of Korea's products in oversea market also dropped rapidly off as a
result of a large amount of export of the wooden products from some countries of
Southeastern Asia, such as Indonesia and Malaysia. Moreover, the structure of timber
import of Korea converted from the type of log import in 1970 into that of wood prod­
ucts import, with increasing the import of the products like plywood and lumber.

Consequently, the increase of import of wood products brought the decline of plywood
and lumber industries and their productions. In contrast, increasing demand for paper,
pulp, particloboard and fiberboard has resulted the expansion of their industries and
imports. In future, it is expected the increase of supply for PB and MDF which are

known as a substitutive material for particleboard and fiberboard.




